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町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
　

戦
国
時
代
の
武
将
、
武
田
信
玄
が
敵
の
上
杉
謙
信

に
塩
を
送
っ
た
と
い
う
有
名
な
逸
話
が
あ
り
ま
す
が
、
海

の
な
い
甲
斐
国
、
山
梨
県
で
は
ど
の
よ
う
に
塩
を
手
に

入
れ
て
い
た
の
か
、
ど
こ
か
ら
運
ん
で
い
た
の
か
。
人
間
が

生
き
て
い
く
う
え
で
必
ず
摂
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
塩
。

そ
し
て
、
富
士
河
口
湖
町
を
は
じ
め
、
山
梨
県
は
全
国

的
に
み
て
も
マ
グ
ロ
の
消
費
量
が
多
い
地
域
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
山
国
で
あ
り
な
が
ら
、こ
の
よ
う
な
海
の
幸
を

消
費
す
る
文
化
が
ど
う
し
て
成
り
立
っ
た
の
か
今
回
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
十
月
、
町
内
河
口
地
区
の
西
川
遺

跡
の
試
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代

に
か
け
て
の
土
器
が
出
土
し
ま
し
た
。そ
の
後
、
出
土
し

た
土
器
を
詳
し
く
調
べ
た
と
こ
ろ
、
焼
き
塩
土
器
と
呼

ば
れ
る
、
塩
を
つ
く
る
た
め
の
土
器
、
製
塩
土
器
の
破
片

が
三
点
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
西
川
遺

跡
は
、
河
口
の
集
落
の
中
に
あ
り
、
御
坂
峠
を
越
え
る

前
後
の
人
々
が
立
ち
寄
り
、
宿
を
と
り
、そ
し
て
様
々

な
物
資
の

流

通

を

支
え
て
い

た
地
域
の

中

心

と

考
え
ら
れ

ま
す
。
古

代
（
奈
良

・
平
安
時

代
）
の
製

塩

土

器

は
、こ
れ
ま

で
甲
府
盆
地
の
富
士

川
流
域
（
釜
無
川
・
笛

吹
川
流
域
）の
遺
跡
だ

け
で
見
つ
か
っ
て
き
て
お

り
、
西
川
遺
跡
で
の
発

見
は
、
富
士
山
麓
、
山

梨
県
東
部
地
域
で
初

め
て
の
事
例
と
な
り
ま

し
た
。
古
代
の
塩
の
流

通
は
、
富
士
川
沿
い
を

通
じ
て
行
わ
れ
て
き
た

と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
御
坂
路
（
甲
斐
路
）
を

通
じ
て
塩
が
甲
斐
国
に
も
た
ら
さ
れ
て
き
た
可
能
性
を

示
す
貴
重
な
発
見
と
な
り
ま
し
た
。
塩
と
同
様
に
魚
や

貝
な
ど
の
海
産
物
も
運
ば
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

静
岡
県
東
部
や
神
奈
川
県
西
部
の
沿
岸
地
域
か
ら

富
士
山
を
東
回
り
し
て
、
甲
斐
国
（
山
梨
県
）に
塩
を

は
じ
め
多
く
の
海
産
物
が
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
が
推
測

さ
れ
ま
す
。
御
坂
路
は
、の
ち
に「
ぬ
ま
づ
道
」と
も
呼
ば

れ
、
海
産
物
の
流
通
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。

　

町
内
精
進
の
居
村
の
北
に
中
道
往
還
の
峠
の
ひ
と
つ

で
難
所
と
し
て
知
ら
れ
る
阿
難
坂
（
女
坂
）
が
あ
り
ま

す
。こ
の
峠
に
は
、
江
戸
時
代
の
俳
諧
・
松
尾
芭
蕉
の

弟
子
で
現
在
の
北
杜
市
白
州
町
出
身
の
山
口
素
堂

が
詠
ん
だ
俳
句
が
句
碑
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
生
魚
の　

二
十
里
か
け
る　

不
如
帰
」

　

中
道
往
還
は
、
甲
府
盆
地
と
駿
河
湾
を
最
短

距
離
で
結
ぶ
交
通
路
と
し
て
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け

て
馬
に
載
せ
ら
れ
た
海
産
物
が
富
士
山
の
西
麓
を
回

り
多
く
運
ば
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
山
口
素
堂

の
俳
句
で
は
、
馬
が
駆
け
る
と
は
表
現
せ
ず
、
生
魚
が

駆
け
て
行
く
と
い
う
表
現
に
な
っ
て
お
り
、
生
魚
が
運
ば

れ
る
ス
ピ
ー
ド
感
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
中
道
往
還
を
通

じ
て
運
ば
れ
た
魚
は
、
生
の
ま
ま
甲
府
盆
地
の
人
々
も

口
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

富
士
河
口
湖
町
に
は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
海
岸

地
域
と
甲
斐
国
（
山
梨
県
）
を
結
び
海
産
物
の
流
通

を
支
え
る
歴
史
の
道
、
鎌
倉
往
還
（
御
坂
路
・
甲
斐

路
）
、
中
道
往
還
な
ど
が
通
り
、
そ
の
中
継
地
と
し
て

賑
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
海
が
な
い
地
域
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

こ
の
地
域
に
と
っ
て
海
産
物
は
貴
重
な
食
材
と
し
て
大

事
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
も
、
町
内
の
旅
館
や
ホ

テ
ル
、
民
宿
等
で
は
、マ
グ
ロ
を
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
来
客
に
マ
グ
ロ
を
提
供
す
る
こ
と
は
最
高
の
お

も
て
な
し
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
強
く
残
っ
て
い
る
た
め

で
も
あ
り
ま
す
。
海
が
な
い
山
国
で
、
海
産
物
の
高
級

食
材
で
あ
る
マ
グ
ロ
を
生
で
食
べ
る
。
現
在
で
は
、
当
た

り
前
の
よ
う
な
話
で
す
が
、
昔
の
人
々
は
、
海
で
と
れ
た

幸
を
馬
の
背
に
載
せ
、
野
を
駆
け
、
峠
を
越
え
て
山
国

へ
と
一
生
懸
命
に
運
ん
で
き
た
と
い
う
歴
史
を
大
切
に

し
た
い
も
の
で
す
。こ
の
よ
う
な
歴
史
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

今
で
も
富
士
河
口
湖
町
で
は
マ
グ
ロ
が
提
供
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
土
地
で
獲
れ
る
も
の
が
特
産
品
と
い
う
意

識
だ
け
で
な
く
、
歴
史
を
紐
解
く
こ
と
で
、
特
産
品
と

し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
山
梨
県
で
獲
る
こ
と
の
で
き
な
い
鮑
を
つ
か
っ
た
煮

貝
が
特
産
品
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
来
客
に
入
手
す
る

こ
と
が
難
し
い
貴
重
な
食
材
を
提
供
し
た
い
と
い
う
「
お

も
て
な
し
の
心
」か
ら
生
ま
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
近

年
、
町
の
名
物
と
し
て「
カ
ッ
パ
飯
」
が
開
発
さ
れ
、マ
グ

ロ
を
用
い
て
い
る
も
の
も
多
く
生
み
出
さ
れ
て
お
り
ま

す
。こ
の
よ
う
に
山
国
「
富
士
河
口
湖
町
」の
マ
グ
ロ
文

化
は
、
今
で
も
発
展
し
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
今

後
も
マ
グ
ロ
文
化
の
発
展
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。　

　
　

（
富
士
河
口
湖
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
）

山
国
の
マ
グ
ロ
文
化

― 

野
を
駆
け
、
峠
を
越
え
る
海
の
幸 

―

●
古
代
の
塩
の
流
通

●
「
生
魚
の
二
十
里
か
け
る
不
如
帰
」

●
海
が
な
い
地
域
で
あ
る
が
ゆ
え
に

　
　
　
　
　
　
　
　
最
高
の
お
も
て
な
し

せ
ん
ご
く

や
ま  

ぐ
にの

か

こ

さ
ち

と
う
げ

に
し 

か
わ  

い

せ
き

し   

く
つ  

ち
ょ
う
さ

ど　

 

き

く
わ

ふ
く

み　

さ
か

よ

や
ど

せ
い 

え
ん

は  
へ
ん

し
ゅ
つ
ど

な　

 

ら

へ
い 

あ
ん

ぶ
し
ょ
う

か     

い 

の
く
に

と

し
ょ
う
ひ
り
ょ
う

こ
　
だ
い

り
ゅ
う
つ
う

な
ま 

う
お

に 

じ
ゅ
う 

り

ほ 

と 

と 

ぎ 

す

た
け  

だ　

し
ん
げ
ん

こ
う　

 

ふ   

ぼ
ん   

ち

り
ゅ
う
い
き

さ
ん 

ろ
く

み   

さ
か  

じ

か   

の
う 

せ
い

ふ

か
ま  

く
ら 

お
う 

か
ん

ち
ゅ
う
け
い

に
ぎ

き
ち
ょ
う

て
い
き
ょ
う

こ
う
き
ゅ
う

し
ょ
く
ざ
いい

っ
し
ょ
う
け
ん
め
い

と

と
く 

さ
ん 

ひ
ん

ひ
も   

と

あ
わ
び

に

が
い

め
し

は
っ 

て
ん

む
ず
か

き
ち
ょ
うか

い 

さ
ん 

ぶ
つ

し
ょ
う
じ

な
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し
ょ
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しよ

は
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く
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す
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の
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つ
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ぐ
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ど

は
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ば 

し
ょ
う

あ  

な
ん  

ざ
か

お
ん
な
ざ
か

い  

む
ら

な
か
み
ち 

お
う
か
ん

え
ん 

が
ん

す
い 

そ
く

や
く 

わ
り

か  　

い 　

 

じ

か
ま 

な
し 

が
わ

ふ
え

ふ
き 

が
わ

う
え 

す
ぎ 

け
ん
し
ん

い
つ　

わ

阿難坂にある素堂の句碑(右端)
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ご意見・ご質問は、TEL 0555－72－4331 (FAX 72－4341)　河口湖フィールドセンターまで

Nature in and around Mount Fuji 

溶岩樹型内の氷筍が積雪のない間に大きく生長しました

船津胎内樹型でモモジロコウモリの「モモちゃん」が確認されました

梨ヶ原の猛禽類（３）　コミミズクが確認されました

ショート・ニュース …………………………………………………………………………………………………………………
○NHK BSプレミアムで元旦と8日の2回にわたり、胎内樹型を含む溶岩樹型や溶岩洞穴が紹介されました。
○昨年9月22日に申請、10月14日に申請受理された「NPO法人富士山自然保護センター」が、1月13日に内閣府から正式に
　認証されました。

　溶岩樹型内で氷筍の観察を始めたことを先月号でお知らせしまし
たが、中央付近の最も急激に生長した氷筍は、12月22日には数㎝だっ
たのが、25日には約20㎝、29日には約50㎝まで大きくなり、31日には53
㎝、年を越した1月5日には69㎝まで生長、8日には71㎝まで大きくなり
ました（写真）。1月17日に16㎝程の降雪があるまで、積雪もなく乾燥し
た日が続いていましたが、溶岩樹型内では天井から多数の雫が落ちて
きて、クリスマス寒波の頃から急激に生長していました。しかし，1月9
日以降さらに寒さが厳しくなるとほとんど生長しなくなり、72㎝程の高
さを保っています。
　中央付近の生長がほぼ止まった後は奥の氷筍が生長していました
が、氷るのと溶けるのを繰り返しているようで、ツララが落下して真下
で20㎝程に生長していた氷筍に当たり氷筍が折れた様子や、70㎝近く
まで生長した氷筍の根本が徐々に細くなり20分の間に折れて行く様子
なども、10分おきのインターバル撮影でとらえることが出来ました。
　これまでの予想以上に微妙なバランスで氷筍が出来ているようで、これから３月までどんな変化を見せてくれるか楽し
みです。また新しいことがわかりましたら、お知らせしたいと思います。

　西湖コウモリ穴で678頭のコウモリ類が確認されたことを1月号でお知らせしましたが、今年1月5日に船津胎内樹型内で
モモジロコウモリ1頭が確認されました（写真）。これまで船津胎内樹型内では、ウサ
ギコウモリとキクガシラコウモリの2種しか記録がありませんでした。1月1～3日は初
詣のため胎内神社は開けていましたが、その時にはいなかったと思われます。4日は
休みで1日神社を閉めていたので、この日に裏から入り込み入口近くの天井に止まっ
て眠り始めてのではないかと推定しています。5日も神社を普通に開けて一般の方々
が参拝されていましたが、お昼前にサンニチ印刷さんが富士山麓の見所紹介のため
に撮影に訪れたところコウモリが写り、「コウモリが冬眠していますよ」と教えてくれ
たものです。その後、「モモちゃん（背中にピンクの1番をマークしたのと、コウモリの
名前から）」と呼んで見守っていましたが、7日のお昼までは同じ場所にいたのを確認
した後、夕方にはいなくなってしまいました。9日に母の胎内など奥で冬眠していない

か調査しましたが、「モモちゃん」やウサギコウモリなどのコウモリ類は全く確認できませんでした。冬眠前に一時的に寄っ
たのかなとも思いますが、3月まで定期的に調査をしてみたいと思っています。

　12月広報で梨ヶ原の猛禽類の様子を報告しましたが、元旦に町内船津に在住の梶原正剛氏が、
「梨ヶ原にコミミズクがいました」と撮影してすぐに報告に来て下さいました。写真のプリントを
お願いし、それをここに紹介させていただきました。
　コミミズクは小型のフクロウの仲間で、草原を中心にネズミなどを捕まえて生活している冬鳥
で、山梨県の準絶滅危惧種に指定されています。昼間は草むらにいることが多いそうで、なかな
か姿を見せてくれない鳥ですが、運良く木の上で休んでいる所を撮影されたとのことです。昨年
噂のあったコミミズクが実際に見つかったことで、梨ヶ原の猛禽類は11種になり、改めて広い草
原環境の大切さを感じています。
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「
外
川
英
樹
写
真
展―

夜
空
と
富
士
山―

」

山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会
【
能
力
開
発
講
座
】

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
【
能
力
開
発
講
座
】

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校

第
17
回
中
小
企
業
組
合
ま
つ
り

富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
　
〜
み
ん
な
の
手
芸
展
〜

募
集

　
郡
内
地
域
の
ク
ラ
フ
ト
愛
好
家
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
作

品
展
を
開
催
し
ま
す
。
手
芸
体
験
教
室
も
行
い
ま
す
。

■
開
催
日
時
　
２
月
18
日
〜
26
日
（
20
日
は
休
館
日
）

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
（
最
終
日
は
４
時
）

■
出
展
作
品
　
染
め
物
、
編
み
物
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、

　
　
　
　
　
　
絵
画
、
切
り
え
、
押
し
花
、
陶
芸
な
ど

■
開
催
場
所
　
郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
２
階

●
問
合
先
　
郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
富
士
吉
田
市
上
吉
田
２
２
７
７-

３

　
　
　
　
　
　
　
TEL
２
４‐

４
４
０
６

■
日
　
時
　
３
月
４
日(

日)

　
午
前
９
時
〜

■
場
　
所
　
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
　
甲
府
市

■
内
　
容
　
県
の
産
業
基
盤
を
支
え
て
い
る
中
小
企
業

　
　
　
　
　
及
び
地
場
産
業
を
よ
り
知
っ
て
い
た
だ
く

　
　
　
　
　
事
業

◎
先
着
２
０
１
２
名
に
来
場
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
ご
当
地

　
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
、
山
梨
産
業
物
産
フ
ェ
ア
、
山
梨
ク

　
ィ
ー
ン
ビ
ー
ズ
と
の
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
対
決
な
ど

●
問
合
先
　
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
郡
内
支
所

　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
５-

２
２-

２
１
６
６

　
キ
ャ
ッ
プ
を
は
め
込
み
１
枚
の
絵
に
す
る
も
の
で
す
。
集

ま
っ
た
キ
ャ
ッ
プ
は
発
展
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
の
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
寄
贈
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

キ
ャ
ッ
プ
を
も
っ
て
お
越
し
下
さ
い
。

■
期
　
間
　
１
月
１
日
〜
２
月
29
日

　
　
　
　
　
テ
ー
マ
「
富
士
山
と
ご
来
光
」

■
対
　
象
　
ど
な
た
で
も
（
団
体
は
名
前
を
表
記
）

■
参
加
費
　
無
料

■
募
　
集
　
３
・
４
月
の
テ
ー
マ
「
富
士
山
と
桜
」
の

　
　
　
　
　
図
案
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
星
空
に
浮
か
ぶ
富
士
や
月
に
照
ら
さ
れ
る
富
士
な
ど

夜
の
富
士
山
の
姿
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
期
　
間
　
２
月
１
日
〜
３
月
31
日

●
問
合
先
　
山
梨
県
立
富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
TEL
７
２‐

０
２
５
９

○
訓
練
生
募
集

【
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
・
電
気
シ
ス
テ
ム
科
】

■
訓
練
期
間
　
４
月
〜
25
年
３
月

■
応
募
資
格
　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者

　
　
　
　
　
　
（
３
月
卒
業
見
込
み
者
を
含
む
）

■
申
　
込
　
２
月
17
日
ま
で
　
■
選
考
　
３
月
２
日

【
機
械
科
】

■
訓
練
期
間
　
４
月
〜
９
月

■
応
募
資
格
　
求
職
者
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
登
録
者
）

■
申
　
込
　
３
月
15
日
ま
で
　
■
選
考
　
個
別
通
知

※

３
科
と
も
入
学
料
・
授
業
料
は
無
料
。
テ
キ
ス
ト
代

　
等
は
自
己
負
担
。

○
在
職
者
訓
練
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
新
入
社
員
講
座
＝

■
日
　
程
　
４
月
５
〜
６
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
対
象
者
　
主
と
し
て
新
卒
の
新
入
社
員
の
方

■
受
講
料
　
１
０
０
０
円
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
）

＝
電
気
２
種
電
気
工
事
士
・
筆
記
試
験
準
備
講
座
＝

■
日
　
程
　
４
月
３
日
〜
計
16
日
間

　
　
　
　
　
午
後
６
時
〜
９
時
　

■
受
講
料
　
４
２
０
０
円
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
）

＝
初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
＝

■
日
　
程
　
４
月
14
日
・
21
日
　
午
後
６
時
〜
９
時
　

■
受
講
料
　
２
１
０
０
円
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
）

●
問
合
先
　
県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
４-

４
３-

８
９
１
１

　
　
　
　
　
　
FAX
０
５
５
４-

４
３-

８
９
１
２
　

　
　
　
　
　
　
　
　

＝
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
２
０
０
７
講
座
＝

■
日
　
程
　
３
月
７
日
〜
計
６
日
間 

午
後
６
時
〜
９
時

■
受
講
料
　
８
５
０
０
円
会
員 

１
０
５
０
０
円
非
会
員

＝
ワ
ー
ド
２
０
０
７
活
用
講
座
＝

■
日
　
程
　
３
月
15
日
〜
計
６
日
間 

午
後
６
時
〜
９
時

■
受
講
料
　
８
５
０
０
円
会
員 

１
０
５
０
０
円
非
会
員

＝
塗
装
教
室
＝

■
日
　
程
　
３
月
６
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
受
講
料
　
３
１
５
０
円

■
場
　
所
　
山
梨
県
立
中
小
企
業
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
甲
府
市
大
津
町
２
１
３
０‐

２

●
問
合
先
　
山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５‐

２
４
３‐

４
９
１
６

　
　
　
　
　
　
　
　

＝
電
子
回
路
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
入
門
講
座
＝

■
日
　
程
　
３
月
７
〜
８
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
定
　
員
　
10
名
　
　
■
受
講
料
　
３
３
０
０
円

＝
国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
試
験
講
座
＝

■
日
　
程
　
３
月
21
日
〜
３
日
間
　
旅
行
業
法

　
　
　
　
　
３
月
26
日
〜
３
日
間
　
国
内
旅
行
実
務

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
　

■
定
　
員
　
10
名
　
　
■
受
講
料
　
各
４
９
０
０
円

■
場
　
所
　
産
業
技
術
短
期
大
学
校
（
甲
州
市
塩
山
）

●
問
合
先
　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
３‐

３
２‐

５
２
０
２

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
で
富
士
山
の
絵
を
つ
く
ろ
う
」
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町のとっておき食材を味わう試食会を実施します!

町の食材を使用したレシピを募集します

町のこだわり・とっておき食材　調査レポート③

富士河口湖町

富士山と湖と高原のまち̶日本の湖水地方̶

富士河口湖町の観光に関する興味深い情報やまちづくり情報などを紹介するかわら版です。

24年 2月号 (第19号)

お問合せ：観光振興支援室  TEL 72-3168 / FAX 72-2817  /  Eメール kanshin@town.fujikawaguchiko.lg.jp

　観光まちづくりカレッジでは、今年度最後となる第3回目の試食会を以下のとおり実施いたします。
試食会を通じて地元食材を使用したレシピ開発を進めながら、住民の皆さまに地場食材の魅力を再発見していただき、多くのご家
庭で使用していただけるよう、その魅力をお伝えします。
　日　　時：平成24年 3月8日（木） 13:00～
　場　　所：勝山ふれあいセンター（勝山出張所） 2階 和室　
　内　　容：試食および生産者・調理者からの食材の説明、名物料理や四季のメニュー開発に向けた意見交換
　使用食材（予定）：ヒメマス、ワカサギ、シイタケ、ヒラタケ、せいだいも（じゃがいも）、ふきのとう、軍鶏の卵、富士ヶ嶺牛乳
　料　　理：前菜、メイン、デザート
　参加料金：1,000円／人　　（数量限定・20名まで）
　申込方法：参加希望者全員の住所・氏名・連絡先をご記入のうえ、持参、FAXまたはEメール
　　　　　 にてお申し込みください（様式自由）。　なお、お申込みは1度に2名様までとさせ
　　　　　 ていただきます。
　申込期間：平成24年2月10日（金）～24日（金）
　　　　　　※定員になり次第、締切らせていただきますのでご了承ください。
　　　　　　※締切り後、参加が確定した皆さまには、改めてご案内いたします。

　地場食材を使用した料理のレシピ開発・収集等の一環として、おすすめ料理レシピを募集いたします。
　ご応募いただいたレシピは観光まちづくりカレッジで選定を行い、優秀作品に選ばれた方は上記の試食会にご招待させていた
だきます。さらに、最優秀作品は、試食会のメニューとして実際に調理し、試食会にてご来場の皆さまに披露させていただきます。素
材の特徴を活かした美味しい料理、アイデア料理のレシピをお待ちしています！
　テーマ食材：ヒメマス、ワカサギ、シイタケ、ヒラタケ、せいだいも（じゃがいも）、ふきのとう、軍鶏の卵、富士ヶ嶺牛乳
　　　　　　 ※その他の食材や調味料等の使用に制限はありませんので、自由に使用していただいて構いません。
　応募方法：料理名、使用食材・調味料（分量など）、調理方法、味をなるべく詳しく記載してください（様式自由）。住所・氏名・電話番
　　　　　  号をご記入のうえ、持参、FAXまたはEメールでご応募ください。
　応募締切：平成24年2月24日（金）必着　　※優秀作品に選ばれた皆さまには、改めてご連絡いたします。

　観光まちづくりカレッジで調査を進めている町のこだわり・とっておき食材について、こだわりの理由やおいしい調理方法など、そ
の時々の旬の食材を中心に、カレッジのメンバーが順次「調査レポート」としてご紹介いたします。

　「ふじがね高原牛乳」は雄大な富士山麓の、標高1,000ｍの自然環境のなかで生産されています。豊
かな牧草、さわやかな空気、のびのびとした雰囲気の牧場で育つ乳牛によって生産される牛乳は、乳
脂肪分が高く、コクのある見事な味わいです。安全でおいしい乳脂肪分3.7%以上を維持するために、
生産農家さんは非常に熱心に取り組んでいます。

１.［おいしい味］富士山の恵みに育まれた環境のなかで生産される牛乳のうま味を活かした中低温
　 殺菌製法で、一本一本ていねいに生産されています。甘く、濃く、後味すっきり。
２.［品質管理］品質上位の酪農農家の牛乳のみ使用しています。毎回乳脂肪分・残留抗生物質など測
　 定します。万一基準に満たないときは、廃棄処分する厳しい管理システムで品質保持しています。
３.［高い乳脂肪分］品質標示は乳脂肪分3.6%となっていますが、年間の平均値はそれより上になりま
　 す。乳脂肪分の高い高級な牛乳です。

　①カフェオレ ②クリームシチュー ③うどんグラタン
　【販売店】クレイン農協協働組合富士豊茂支店、オギノ河口湖店など
　【生産者】富士ヶ嶺生乳生産組合
　【お問合わせ先】JAクレイン富士豊茂支店0555-89-2011 

調査レポート③ ふじがね高原牛乳　報告：観光まちづくりカレッジ

【ふじがね高原牛乳の特徴を活かした「おすすめメニュー」】

【こだわりの３つの特徴】

平成２３年７月１５日の試食会
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西湖いやしの里根場からのお知らせ

西湖いやしの里根場では「ふるさとの四季」をテーマにした年中行事を行っています。
町民の皆様は無料で入場できますので、お気軽にお越し下さい。

冬季企画のご案内冬季企画のご案内冬季企画のご案内

≪詳細お問合せ先≫西湖いやしの里根場総合案内所
ＴＥＬ；０５５５－２０－４６７７　ＦＡＸ；０５５５－２０－４６７８

URL http://www.fujisan.ne.jp/iyashi/  　E-Mail iyashi@utopia.ocn.ne.jp（12月～3月 午前9時30分～午後4時30分、水曜日休館）
但し、３月２１日、３月２８日は開館いたします

期　間
料　金

問合せ
所要時間

ふくろう雛作り体験

２月１１日(土)～３月８日(木)

佐々 木好正　陶芸 展佐々 木好正　陶芸 展
⑩匠や　企画展

普段使いの器や茶碗を展示・販売いたします。

第８回 写真コンテスト 作品展
動物写真家 中川雄三 作品展
第８回 写真コンテスト 作品展
動物写真家 中川雄三 作品展

⑪見晴らし屋　企画展

現在開催中～３月４日(日)

２月２３日（木）「富士山の日」は、お越しいただいた全ての方が無料でご入場できます。
ご友人、ご親戚の方々とぜひお出かけ下さい。
２月下旬からは、『いやしの里のひなまつり』で、春の訪れを演出する予定です。

陶器のふくろう雛の製作です。焼き上がりの時間があるた
め、少し早目の教室です。女の子の健やかな成長を願い、
自分だけのお雛様を作りませんか？

2月1日(水)～2月28日（火）
町民特別価格4,000円
6０～9０分
土あそび　富士炉漫窯　
℡ 080-5024-5735
　　　　　（まえだ）

いやしの里で炭が出来ました！
かつて根場地区の主産業であった炭焼きを再現し、このた
び「根場の炭」が完成しました。
１㎏２００円でお分けしています。

「西湖いやしの里根場で見つけた風景」を、和紙プリント紙「おお
むらさき」に印刷した作品と中川雄三さんの作品を展示していま
す。中川雄三さんは、富士吉田市に住み、富士山麓を中心に野生
動物の生息調査や記録写真を撮り続けている、動物写真家です。

『いやしの里のお正月』　三が日もにぎわいました！『いやしの里のお正月』　三が日もにぎわいました！『いやしの里のお正月』　三が日もにぎわいました！
　富士山を仰ぎながら、新年をここ「西湖いやしの
里根場」で過ごしていただこうと行ったイベントに、
大勢のお客様がお越しくださいました。
　今や、定番となった地元産古代米を使った餅つき。
お客様が参加され、美味しそうにつきあがりました。
つきたてのお餅は「きなこ」と「あんこ」をまぶして
販売もしました。
　この他に、獅子舞が里内をねり歩いたり名前から
も縁起のいい、地酒「甲斐の開運」の樽酒や懐かし
い羽根つきやコマ、メンコなどを用意。子どもも大人
も童心にかえって楽しんでいました。
　西湖いやしの里根場では、これからも四季折々の
年中行事を通して、皆様にいやしの時間を提供して
いきたいと思っています。


